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思います。  
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昨
年
の
秋
に
福
祉
環
境
部
の
皆
さ
ん

に
、
植
え
て
い
た
だ
い
た
公
民
館
前
の
花

が
、
き
れ
い
に
咲
い
て
い
ま
す
。 

布
施
公
民
館
も
新
し
い
体
制
で
令
和

六
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。 

こ
の
一
年
、
ご
協
力
の
ほ
ど
、
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

館 
 

長 

松
島
尚
志 

主 
 

事 

尼
川
雅
之 

事
務
員 

光
田
梨
絵 

主
事 

尼
川
雅
之
（
あ
ま
か
わ
ま
さ
ゆ
き
） 

こ
の
度
の
異
動
で
、
小
笠
原
前
主
事
に
代
わ
り

布
施
公
民
館
主
事
と
な
り
ま
し
た
尼
川
雅
之
で

す
。 

 

勤
務
が
始
ま
っ
て
か
ら
ま
だ
日
に
ち
も
多
く

は
た
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
皆
様
に
声
を
か
け
て
い

た
だ
き
大
変
う
れ
し
く
、
あ
た
た
か
い
地
域
だ
な

あ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
わ
か
ら
な
い
こ

と
ば
か
り
な
の
で
、
ぜ
ひ
ぜ
ひ
た
く
さ
ん
お
話
し

を
し
に
公
民
館
へ
き
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま

す
。 み

な
さ
ん
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大
切

に
し
て
、
精
一
杯
頑
張
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。 

事
務
員 

光
田
梨
絵
（
み
つ
だ
り
え
） 

  

４
月
よ
り
、
三
上
事
務
員
の
か
わ
り
に
布
施
公

民
館
に
勤
務
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
、
光
田
梨

絵
で
す
。 

 
 

初
め
て
お
会
い
す
る
方
々
が
多
く
、
毎
日
ワ
ク

ワ
ク
、
ド
キ
ド
キ
し
な
が
ら
出
勤
し
て
い
ま
す
。 

 
 

布
施
や
八
色
石
地
域
の
こ
と
は
分
か
ら
な
い

こ
と
だ
ら
け
で
す
が
、
少
し
ず
つ
覚
え
て
い
こ
う

と
思
い
ま
す
の
で
、
ど 

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願 

い
い
た
し
ま
す
。
趣
味 

は
鉛
筆
で
お
絵
描
き 

す
る
こ
と
で
す
。 

令
和
六
年
度
の
ス
タ
ー
ト
に
あ
た
り 

館
長 

松
島
尚
志 

今
春
の
人
事
異
動
に
よ
り
、
昨
年
度

ま
で
お
勤
め
い
た
だ
い
た
小
笠
原
主
事

さ
ん
が
邑
南
町
教
育
委
員
会
へ
、
三
上

事
務
員
さ
ん
が
口
羽
公
民
館
へ
転
勤
さ

れ
、
後
任
と
し
て
、
尼
川
主
事
、
光
田
事

務
員
が
着
任
し
ま
し
た
。 

私
は
、
公
民
館
長
と
し
て
二
年
目
を

迎
え
ま
す
。
主
事
と
事
務
員
が
替
わ

り
、
新
た
な
体
制
で
の
ス
タ
ー
ト
と
な

り
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
同
様
に
、
地
域
の

皆
さ
ん
が
『
安
心
し
て
笑
顔
で
集
え

る
公
民
館
』
を
め
ざ
し
て
、
職
員
一
同

心
を
一
つ
に
し
て
運
営
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
邑
南
町
教
育
委
員
会
の

方
針
の
基
づ
き
、
こ
れ
ま
で
の
布
施
公

民
館
の
特
色
を
活
か
し
て
、
公
民
館
運

営
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。 

地
域
の
皆
様
に
は
、
今
後
と
も
こ
れ

ま
で
同
様
に
ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
ず

は
、
「
相
談
窓
口
」
で
も
あ
る
公
民
館
に

気
軽
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

時
間
が
許
せ
ば
、
お
茶
を
飲
み
な
が
ら

お
話
し
し
ま
し
ょ
う
。 

職
員
一
同
、
笑
顔
で
応 

対
い
た
し
ま
す
。 

 

花の如く！令和６年度スタート！ 





銭宝自治会 会員の皆様 

 

 

Ｒ６．４．１７    銭宝自治会長 松島尚志 

４月に入り、本格的に春の農作業に励んでおられることと思います。秋の豊かな収穫を願いながら、健康に留

意して農作業を続けましょう。 

さて、そんな農繁期ではありましたが、先日（１３日）、自治会総

会を行いました。役員５名の外、38名の会員の皆さんの参加と 7

名の方の委任状を得て、予定していた次の議事の審議をしていた

だき、報告事項をお繋ぎしました。 

議 事 備 考 

①令和５年度事業活動報告 〇承認されました。 

②令和５年度収支決算報告・監査報告 〇承認されました。 

③自治会組織の改編について 〇活動意欲を高めることは理解を得ましたが、部会組織

の改編は再考を求められました。 

④令和６年度事業活動計画案 〇事業内容については承認されました。 

⑤令和６年度予算案 〇承認されました。 

⑥会長・監事の任期満了に伴う選任 〇承認されました。 

報 告  

〇地区別戦略実行委員会の活動について  

 承認された令和６年度の自治会役員は右のとおりです。 

私（松島）は、さらに２年間会長を務めさせていただきます。 

総会で申し上げましたように、令和６年度は自治会の活動を活性化させる

ことが求められると認識しています。今後も安心安全を基盤に、「持続可能な

銭宝自治会の体制をどう作っていくか」について原案を作成し、皆さんに提案

していきたいと思います。 

具体的には自治会内の各種団体との連携を図りながら「自治会のあり方

検討委員会」で今年度も継続して協議する中で具体案を検討し、それをもと

に自治会総務部会で協議して、皆さんに提案していきたいと思います。 

これまでも行ってきた自治会が担うべき活動を行いながら、先に述べた新

たな課題に取り組んでいきたいと思います。 

今後とも会員の皆さんのご理解とご協力をいただきながら、自治会活動の

運営を行ってまいりますので、ご理解とご協力をよろしくお願いします。 

令和６年度のスタート 

会 長 松島 尚志 

副会長 松﨑 努 

漆谷 孝之 

山根 光弘 

事務局長 土﨑しのぶ 

会 計 篠原 義晃 

監 事 藤田 貢 

坂本 敬三 

 


